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資 料

iPhone歩数グラフ画像の提供による身体活動調査の回答者特性： 

横断研究
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目的　近年， 身体活動量の客観指標として歩数がスマートフォンでも確認でき， iPhone（Apple 
Inc.）ではデフォルトで記録されている。この iPhone ヘルスケアアプリの歩数グラフのスク

リーンショット画像を用いて， 大規模かつ遡及的な身体活動評価が可能となる「歩数読取ツー

ル」が開発された。しかし， こうした歩数画像を収集した場合の調査協力者の特徴は明らかで

ない。本研究は， インターネット調査における iPhone 使用者と歩数画像提供者の特徴を明ら

かにすることを目的とした。

方法　調査会社のパネル集団から20歳以上の神戸市民で2021年に実施されたウェブアンケート「身

体活動・健康と地域環境に関する調査」に回答した5,369人を対象に， 2022年に追加調査を実

施した（2022年12月）。個人属性や歩行時間を質問し， iPhone 使用者にはヘルスケアアプリ内

の歩数グラフ画像 2 枚（1 か月分と 1 年分）の送信を依頼した。2022年調査回答者を対象に，

「iPhone 使用」および「画像提供（iPhone 使用者のみ対象）」の関連要因を多変量ロジスティッ

ク回帰分析で検討した。

結果　回答者3,308人のうち， 画像提供者は349人（11%）， iPhone を使用しているが画像提供がな

かった者は1,138人（34%）， iPhone 非使用者は1,821人（55%）であった。高い iPhone 使用率

と関連していたのは， 65歳未満（調整オッズ比：2.45 [95% 信頼区間 : 2.04, 2.94] vs 65歳以

上）， 女性（1.47 [1.26, 1.71] vs 男性）， 世帯年収600万円以上（1.39 [1.20, 1.62] vs 600万円未

満）， 大卒以上の者（1.17 [1.01, 1.36] vs それ以外の者）であった。また， 歩数画像の提供率

は， 65歳未満（3.58 [2.17, 5.90] vs 65歳以上）， 大卒以上の者（1.71 [1.32, 2.23] vs それ以外の

者）， 総歩行時間が150分/週以上の者（1.66 [1.21, 2.28] vs 150分/週未満）で高かった。

結論　iPhone 使用には， 年齢， 性別， 世帯収入， 教育歴が， 歩数画像提供には， 年齢， 教育歴，

身体活動量が関連していた。インターネット調査で iPhone 歩数画像を収集する際は， iPhone
使用者・画像提供者が様々な属性に偏った集団である可能性を考慮して解釈する必要がある。
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Ⅰ 緒 言

身体活動は健康に重要だが， 世界規模で身体活動

不足が蔓延している1,2)。その解決に向けた研究・

政策において， 身体活動の測定・評価は基礎的要素

となる。測定方法は主観的評価と客観的評価に大別

され， 前者では質問紙が多用されてきたが， 自己申

告による測定誤差や想起・社会的望ましさバイアス

が指摘されてきた3)。一方， 客観的評価には加速度

計やスマートフォン（スマホ）等が用いられる。こ

れらの機器で測定される指標の中でも，「歩数」は
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簡便で分かりやすく， 長年使われており4)， 死亡リ

スク等との関連も示されている5)。スマホは歩数の

大規模かつリアルタイムな評価が可能であり， 研究

活用も急増している6)。利用者数の圧倒的な多さは

強みであり， 世界111か国約72万人の健康アプリ利

用者から歩数情報を収集した国際比較研究もある7)。

日本でもスマホ利用者は増加しており， 60歳代で

も約 8 割に達する8)。なかでも iPhone（Apple Inc.）
は， 機種（シリーズ）として国内最大シェア 4 割を

占め9)， 搭載する加速度センサにより， 5s（2013年
発売）以降のモデルでは歩数がデフォルト機能とし

て自動で測定・蓄積されている10)。iPhone 測定の歩

数の妥当性は， スマホを携帯しない時間があること

から平均12% 過小評価されるものの， 歩数計測定

値と強く相関し， 利用価値が高い11,12)。

iPhone 内の歩数情報を研究・政策評価等で活用

するには， ヘルスケアアプリに同期した別アプリ経

由での取得が主流である6)。しかし， この方法に

は， 1）特定アプリ利用者に限定される6)， 2）新規

アプリ開発の負担， 3）インストールの手間， 4）個

人特定につながる情報（Apple ID， 生年月日等）も

含まれてしまう問題等があった13)。そこで， iPhone
を使用していれば特別なアプリ不要で歩数情報のみ

を取得可能な「iPhone ヘルスケアアプリ歩数読取

ツール」が開発された13,14)。このツールでは， ヘル

スケアアプリの歩数グラフのスクリーンショット

（歩数画像）を画像解析し， グラフの高さから日/月
毎の歩数を取得できる。従来は郵送や対面形式で実

施されていた歩数調査を迅速かつ低コストで実現

し， iPhone 利用者の歩数を大規模かつ遡及的に取

得できるため， コホート研究や政策評価など多様な

分野での活用が期待される。しかし， 調査で歩数画

像の提供を依頼した場合， 協力者に属性的偏りがあ

る可能性もあるが， その特徴や回収率（画像提供

率）は不明である。加速度計調査の協力者はよく歩

く人に偏ることが報告されており15)， 協力者の特徴

を明らかにすることは， 今後ツールを活用した調査

が実施された場合の結果の代表性等を考察する上で

重要な基礎情報となる。

そこで本研究では， インターネット調査による歩

数画像の提供率および提供者の特徴を明らかにする

ことを目的とした。あわせて， 画像提供の前提とな

る iPhone 利用者の特徴も検討した。

Ⅱ 方 法

1. 調査概要
本研究では， 2021年と2022年に行われた「都市環

境が住民の身体活動・健康に及ぼす影響に関する研

究」の調査データを二次利用した。これは， 地方自

治体によるまちづくり対策が住民の身体活動・健康

に与える効果を検討することを目的に， 全国約100
都市を対象とした研究で，「身体活動・健康と地域

環境に関する調査」と題したインターネット調査 
が登録モニターを対象に実施された。調査会社（楽

天インサイト株式会社）から， 対象のパネル（2022
年 3 月時点で220万人以上）16) に向けてウェブアン

ケートの回答が依頼され， 回答者には楽天インサイ

トの規定のポイント（非公開）が付与され， 画像調

査協力者には追加で200円相当のポイントが付与さ

れた。

調査情報は氏名等個人を特定できる情報を削除し

た上で研究者に提供された。調査文書では調査目

的， データの取り扱い方針， 協力は任意であるこ

と， 回答をもって調査への同意とみなすこと等を説

明した上で， 回答を依頼した。本研究は， 2021年11
月19日に東京医科大学医学倫理審査委員会の承認

（T2021-0211）を得て実施された。

2. 対象者
対象者のフローチャートを図 1 に示す。楽天イン

サイトの調査パネルで， 2021年調査に回答した20歳
以上の神戸市民を対象とした。対象地域の中でも重

点都市であった神戸市では， 6,000人（男女比 1：1
の20歳以上）を対象に， 2021年12月にインターネッ

ト調査が実施された。性別や年代別の目標回答数

（20歳代， 30歳代， 40歳代， 50歳代， 60歳代， 70歳
代各1,000人）に達するまで回答を受け付ける計画

であったが， 高齢層のパネル不足等が理由で2021
年調査の最終的な回答者は5,369人， 平均年齢49.8
（SD: 15.6）歳， 男性2,666人（49.7%）であった。

追跡調査としてこの回答者を対象に， 2022年12月に

同様の調査が実施された。2022年調査では， 追加で

iPhone 6 以降の機種の使用者に対し， iPhone 使用歴

と追加調査への協力可否に関する質問回答が依頼さ

れ， 使用歴が 1 年以上で追加調査に協力可能と答え

た者のみを画像調査へ誘導した。画像調査では，

iPhone ヘルスケアアプリ内に表示される， 歩数グ

ラフのスクリーンショット画像 2 枚の撮影とアップ

ロードが依頼された。画像は， 1 か月分（2022年10
月 1～31日）と 1 年分（2021年12月～2022年11月）

が求められた。

3. 調査項目とデータの取り扱い
2021年・2022年の調査において， 性別と年齢は

調査会社から情報提供を受けた。基本的な属性や身

体活動との関連が指摘されている項目としてとくに

重要と考えられるものを選択し17)， 対象者全員に世

帯収入， 教育歴， 身長， 体重， 目的別歩行時間を尋
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ねた。本分析では， 全項目において2022年調査の

データを用いた。2022年調査では上記項目に加え，

iPhone 使用歴・日常使用状況を尋ね， 該当者には

歩数画像の送信を求めた。本研究では， iPhone 使

用を「iPhone 6 以降の機種を 1 年以上使用しており

日常的に携帯している」と定義した。最終的に，

2022年調査の全体回答者から， 画像調査に協力可

能と答えたが普段 iPhone を全く携帯しないと回答

した 6 人を除き， 3,308人を分析対象とした。この

うち， 画像提供があった者を「iPhone 使用・画像

提供群」， iPhone を使用しているが， 画像提供がな

かった者を「iPhone 使用・画像非提供群」， iPhone
を保有していない/使用期間が 1 年未満の者を，

「iPhone 非使用群」として 3 群に分けた。なお， 本

研究では， 画像読取ツールの精度の影響を除外する

ため， 画像読取の成否に関わらず， 画像提供のあっ

た者を「iPhone 使用・画像提供群」とした。

Body mass index（BMI, kg/m2）は， 自己申告の体

重および身長から計算した。目的別歩行時間は， 先

行研究18) にならい，「散歩・ウォーキング」，「ジョ

ギング」，「通勤・通学での歩行」，「仕事での歩行」，

「買い物などの日常生活下での歩行」，「その他の 
目的での歩行」の 6 分類において， それぞれ週の 
実施日数と 1 日の平均実施時間を尋ねた。これらを

合算した総歩行時間（分/週）を算出し， 世界保健

機関（WHO）のガイドライン1) を参考に週150分以

上と未満の 2 群に分けた。年齢は65歳を， BMI は
25 kg/m2を基準に 2 群に分け， 世帯収入や教育歴

は， 分析対象者がなるべく均等になるよう 2 群に分

けた。

4. 統計解析
3 群間の比較では， まず単変量解析として， 正 

規分布の連続変数（年齢， BMI）は一元配置分散 
分析， 非正規分布の連続変数（総歩行時間）は

Kruskal-Wallis 検定， カテゴリカル変数（性別， 世

帯収入， 教育歴）はカイ二乗検定を用いて， 対象者

の属性を比較した。次に， 多変量ロジスティック回

帰分析を 2 種類行った。まず， iPhone 使用を目的

変数（アウトカム）に， 性， 年齢， BMI， 世帯収

入， 教育歴， 総歩行時間を関連要因として検討し

た。次に， iPhone 使用者に限定した上で， 歩数画

像提供を目的変数に， その関連要因を同様の変数か

ら検討した。いずれの分析も， モデル 1 は単変量解

析（未調整）， モデル 2 では性および年齢を各変数

と同時に投入して調整した解析， モデル 3 ではすべ

ての変数を同時に投入した解析を行った。分析に

は， 各変数に欠損のない者のみを対象とした。ま

た， 分析対象者の偏りを確認するため， 追跡前の

図 1 対象者のフローチャート
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2021年調査回答者5,369人と分析対象者3,308人の 
各変数の分布を比較した。統計学的な有意水準は両

側 5 % とし， 統計解析には SAS 9.4（SAS Institute 
Inc., Cary, C）を用いた。

Ⅲ 報 告 内 容 （結果）

表 1 に， インターネット調査回答者を iPhone 使

用と画像提供の有無で分けた集団の群ごとの特徴

と， 群間比較の単変量解析の結果を示す。分析対象

者3,308人全体では， 平均52.9（SD：14.5）歳， 男

性54.2% であった。そのうち， 画像を提供した者は

349人（11%）， iPhone を使用しているが画像提供

がなかった者は1,138人（34%）， iPhone を使用して

いない者は1,821人（55%）であった。単変量解析

の結果， 年齢， 性別， BMI， 世帯収入， 教育歴， 総

歩行時間の全変数で， 3 群間で有意な差が認められ

た（P＜0.01）。なお， 349人より月・年単位 2 枚ず

つ， 計698枚回収した画像のうち695枚（99.6%）が

ツールで読込め， 指定期間通りの歩数数値を取得で

きたのは680枚（97.4%；月単位338枚［人］， 年単

位342枚［人］）であり， 1 日平均歩数は， 1 か月分

の画像では6,545歩（SD：5,036）， 1 年分の画像で

は6,294歩（SD：3,381）であった。また， 紙面の都

合上， 表には示していないが， 追跡前の2021年調

査回答者5,369人と分析対象者3,308人の各変数の分

布を確認したところ， 分析対象者は2021年調査回

答者全体と比べて， やや高齢で（平均51.9歳 vs 49.8
歳）， 男性が多い（54.2% vs 49.7%）傾向にあった。

表 2 に， iPhone 使用と各変数の関連について検

討したロジスティック回帰分析の結果を示す。単変

量・多変量解析で同様の傾向であり， iPhone 使用

率は， 65歳未満は65歳以上に比べて高く（モデル 3
多変量調整 Odds ratio（OR）: 2.45 [95% 信頼区間 : 
2.04, 2.94]）， 女性は男性に比べて高く（OR: 1.47 
[1.26, 1.71]）， 世帯年収600万円以上の者は600万円

未満の者に比べて高く（OR: 1.39 [1.20, 1.62]）， 大

卒以上の者はそれ以外の者に比べて高い（OR: 1.17 
[1.01, 1.36]）ことが示された。一方， BMI， 総歩行

時間と iPhone 使用に有意な関連は認められなかっ

た。

表 3 に， iPhone 使用者における歩数画像提供の

関連要因を検討したロジスティック回帰分析の結果

を示す。65歳未満は65歳以上に比べて画像提供率が

高く（OR: 3.58 [2.17, 5.90]）， ほか， 教育歴が長い

表 1 インターネット調査回答者の群別の特徴とその比較結果（n ＝ 3308a）

A：iPhone 使用
画像提供群
（n ＝ 349）

B：iPhone 使用
画像非提供群
（n ＝ 1138）

C：iPhone
非使用群

（n ＝ 1821）
P b 多重比較c

年齢 平均（SD） 41.9 (13.1) 50.4 (14.1) 56.6 (13.5) ＜0.01 A-C, A-B, B-C
＜65歳 330 (94.6%) 938 (82.4%) 1222 (67.1%) ＜0.01 A-C, A-B, B-C
≧65歳 19 (5.4%) 200 (17.6%) 599 (32.9%)

性別 男性 153 (43.8%) 565 (49.6%) 1075 (59.0%) ＜0.01 A-C, B-C
女性 196 (56.2%) 573 (50.4%) 746 (41.0%)

BMI
（kg/m2）

平均（SD） 21.6 (3.2) 22.1 (3.6) 22.3 (3.6) ＜0.01 A-C

＜25 298 (85.4%) 946 (83.1%) 1480 (81.3%) 0.13
≧25 51 (14.6%) 192 (16.9%) 341 (18.7%)

世帯収入
（万円）

＜600 167 (47.9%) 595 (52.3%) 1156 (63.5%) ＜0.01 A-C, B-C

≧600 182 (52.1%) 543 (47.7%) 665 (36.5%)

教育歴 就学なし/小中高/
短大/高専/専門卒

116 (33.2%) 516 (45.3%) 841 (46.2%) ＜0.01 A-C, A-B

4 年制大学卒以上 233 (66.8%) 622 (54.7%) 980 (53.8%)

総歩行時間
（分/週）d

平均（SD） 514 (532) 501 (544) 462 (556) 0.014 A-C

＜150 59 (16.9%) 278 (24.4%) 456 (25.0%) ＜0.01 A-C, A-B
≧150 284 (81.4%) 837 (73.6%) 1332 (73.1%)

数値はとくに記載のない限り n（%）， SD; standard deviation, BMI; body mass index
a 普段全く携帯していない者を除外しているため，2022年調査の回答者3,314人とは異なる。
b 年齢と BMI は分散分析， 総歩行時間は Kruskal-Wallis 検定， 他すべてはカイ二乗検定を実施。
c 多重比較は Bonferroni 法を使用し， 有意な比較のみ記載（A; iPhone 使用画像提供群， B; iPhone 使用画像非提供群，
C; iPhone 非使用群）。総歩行時間のみ Steel-Dwass test を用い， 最後に P 値を Bonferroni 法で補正。
d 総歩行時間のみ欠損値があり， 合計は全分析対象者3,308人よりも少ない。
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こと（OR: 1.71 [1.32, 2.23]）， 総歩行時間が長いこ

と（OR: 1.66 [1.21, 2.28]）が， 画像提供率の高さと

関連があった。対して， 性別， BMI， 世帯収入と画

像提供に有意な関連は認められなかった。

Ⅳ 考 察

インターネット調査より， 年齢， 性別， 世帯収

入， 教育歴が iPhone 使用と関連し， 年齢， 教育

表 2 iPhone 使用と関連する要因についてのロジスティック回帰分析の結果（n ＝ 3246）

OR（95%CI）

iPhone 使用者割合
n/N（%） Model 1 Model 2 Model 3a

年齢 ＜65歳 1268/2490 (50.9%) 2.84 (2.39, 3.38) 2.69 (2.29, 3.21) 2.45 (2.04, 2.94)
≧65歳 219/818 (26.8%) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref)

性別 女性 769/1515 (50.8%) 1.54 (1.34, 1.77) 1.37 (1.19, 1.58) 1.47 (1.26, 1.71)
男性 718/1793 (40.0%) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref)

BMI
（kg/m2）

＜25 1244/2724 (45.7%) 1.18 (0.98, 1.41) 1.07 (0.89, 1.29) 1.08 (0.89, 1.31)

≧25 243/584 (41.6%) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref)
世帯収入
（万円）

≧600 725/1390 (52.2%) 1.65 (1.44, 1.90) 1.41 (1.22, 1.64) 1.39 (1.20, 1.62)

＜600 762/1918 (39.7%) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref)
教育歴 4 年制大学卒以上 855/1835 (46.6%) 1.12 (1.01, 1.33) 1.25 (1.08, 1.45) 1.17 (1.01, 1.36)

就学なし/小中高/
短大/高専/専門 卒

632/1473 (42.9%) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref)

総歩行時間
（分/週）

≧150 1121/2453 (45.7%) 1.14 (0.97, 1.34) 1.17 (1.00, 1.39) 1.14 (0.96, 1.34)

＜150 337/793 (42.5%) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref)

OR, odds ratio; CI, confidence interval; BMI, body mass index.
Model 1: 単変量（未調整）， Model 2: 性・年齢を各変数と同時に投入， Model 3: すべての変数を同時に投入。
aiPhone 使用を目的変数に， 説明変数はすべて同時に投入したロジスティック回帰分析を実施。欠損値を含むケース
を除外しているため， 全分析対象者3,308人よりも少ない。

表 3 iPhone 使用者における歩数画像提供の関連要因についてのロジスティック回帰分析の結果（n ＝ 1458）

OR（95%CI）

画像提供者割合
n/N（%）

Model 1 Model 2 Model 3a

年齢 ＜65歳 330/1268 (26.0%) 3.69 (2.27, 6.00) 3.58 (2.19, 5.84) 3.58 (2.17, 5.90)
≧65歳 19/219 (8.7%) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref)

性別 女性 196/769 (25.5%) 1.27 (1.00, 1.62) 1.14 (0.89, 1.45) 1.24 (0.96, 1.62)
男性 153/718 (21.3%) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref)

BMI（kg/m2） ＜25 298/1244 (24.0%) 1.18 (0.84, 1.65) 1.10 (0.78, 1.56) 1.02 (0.71, 1.45)
≧25 51/243 (21.0%) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref)

世帯収入（万円） ≧600 182/725 (25.1%) 1.19 (0.93, 1.51) 1.05 (0.82, 1.34) 0.93 (0.72, 1.20)
＜600 167/762 (21.9%) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref)

教育歴 4 年制大学卒以上 233/855 (27.3%) 1.66 (1.29, 2.13) 1.72 (1.33, 2.22) 1.71 (1.32, 2.23)
就学なし/小中高/ 
短大/高専/専門 卒

116/632 (18.4%) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref)

総歩行時間
（分/週）

≧150 284/1121 (25.3%) 1.59 (1.17, 2.17) 1.67 (1.22, 2.28) 1.66 (1.21, 2.28)

＜150 59/337 (17.5%) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref) 1.0 (Ref)

OR, odds ratio; CI, confidence interval; BMI, body mass index.
Model 1: 単変量（未調整）， Model 2: 性・年齢を各変数と同時に投入， Model 3: すべての変数を同時に投入。
aiPhone 使用者に限定して， 画像提供を目的変数に， 説明変数はすべて同時に投入したロジスティック回帰分析を実
施。欠損値を含むケースを除外しているため， 表 1 の iPhone 使用・画像提供群（A）と iPhone 使用・画像非提供群
（B）の合計（1,487人）よりも少ない。
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歴， 総歩行時間が歩数画像の提供と関連したことが

明らかになった。

iPhone 使用者には65歳未満， 女性， 世帯年収600
万円以上の者， 大卒以上の者が多い傾向にあった。

先行研究では65歳未満で iPhone， 65歳以上で An-
droid が主流で， 女性は iPhone， 男性は Android 保

有の傾向が示されており9)， 本研究でも同様の結 
果を確認した。また， iPhone は Android より高価 
な点19)， 収入水準がスマホ購入に影響を与えうる

点20)， 最終学歴がスマホ所有に関連する点21) が指摘

されており， 高収入・高学歴者は高価格の iPhone
を使用する傾向にあったとも考えられる。ただし，

一部の若い世代では価格はスマホ購入において重要

な要因でないと示す報告もある22)。日本人を対象に

様々な要因を同時に検討した報告は不足しているた

め， 本結果は， 画像調査の対象者となる iPhone 利

用者を理解する上で， 有用な追加情報を示したと言

える。

歩数画像の提供は， 65歳未満， 教育歴が長い者，

総歩行時間が長い者で多い傾向にあった。年齢で

は， スマホの使用頻度や操作慣れ， 知識等に世代間

の差が大きく23)， 高齢者にとって本調査の操作は難

解だった可能性が高い。実際， 本画像調査では複雑

な操作（歩数グラフの該当期間への調整， スクリー

ンショット撮影等）が要求され， 調査協力可能と答

えた高齢者219人のうち画像提供者は19人であった

（8.7%）。ゆえに， 操作慣れや知識の世代間格差に

配慮した理解しやすい調査指示作成の重要性および

本手法活用時の注意点が示された。また， 教育歴や

収入等で測定される社会経済的地位は健康行動の格

差に関連し， 身体活動とも強い正の関係にある24)。

さらに， モバイルヘルスアプリの利用者は非利用者

より若く， 高学歴・高収入で， 運動習慣があり， 身

体活動量を自己モニタリングする傾向にある25)。そ

のため， 教育歴や歩走行時間が長い者では， アプリ

で日常的に歩数等を管理する傾向があり， アプリ内

の操作等に障壁が低く画像提供に至りやすかったと

考えられる。一方， 世帯収入と画像提供との間に有

意な関連が認められなかった理由について， 実際に

関連がない可能性とともに， 本研究では世帯人数を

調査しておらず， 世帯人数を考慮した等価世帯収入

で評価できなかった点等が結果に影響を与えた可能

性も考えられ， 本研究の限界点である。また， 先行

研究では， 質問紙に加えて加速度計を装着する調査

に協力した者は， 質問紙回答のみの者に比べ歩く傾

向があり26)， その結果と類似していた。このような

調査には， より活動的な者が協力しやすい可能性が

ある。

以上より， 画像提供者と非提供者間では属性が異

なることが示されたため， 歩数画像収集時は選択バ

イアスに注意して結果を解釈することが重要であ

る。また， 今回のように調査会社のパネルを利用す

る際は， その集団自体が様々な要因に偏った特徴を

持つ可能性があるため， 調査目的に合わせて実施と

解釈をする必要がある27)。高齢層の回答率を高める

上では， 様々な情報リテラシーの人にとって画像を

提供しやすい仕組みづくりも必要である。

本研究の強みは， まず， 様々な属性項目が調査さ

れたインターネット調査の回答者を対象としたこと

で， 初めて歩数グラフ画像の提供率を検討できた点

である。次に， iPhone 非使用者も含めた属性比較

が実現できた点も強みである。しかし， 本研究には

限界点もある。第一に， 調査対象者が調査会社の登

録モニターであり神戸市民のみに限定された点であ

る。登録モニターが代表性を欠くことは指摘されて

おり27)， さらに， 本研究では追跡調査への脱落やポ

イント付与インセンティブによるバイアスもあるた

め， 一般化可能性の解釈には留意が必要である。

2021年調査回答者全体の母集団と比較すると， 今

回の調査の対象者はやや高齢で， 男性が多い集団に

偏っていたため， この点にも注意して解釈する必要

がある。第二に， アンケート回答には想起バイアス

や社会的望ましさによるバイアスが発生している可

能性があり， 注意した解釈が必要である。住所情報

についても自己申告に基づいており， その正しさは

担保できていない。第三に， iPhone 使用や画像提

供の関連要因として， 今回検討した変数以外にも，

健康状態や他の生活習慣26)， スマホやモバイルヘル

スアプリの利用状況， 情報リテラシー等についても

検討が必要と考えられる。また， 今回分析した変数

も， より大きなサンプル数で， 細かく区分した分析

により， 新たな示唆が得られる可能性もある。第四

に， 本研究では特徴の傾向を把握するためにオッズ

比を推計したが， アウトカムの割合が高い状況で

は， 該当率比（Prevalence ratio）との乖離がある点

に注意する必要がある。

Ⅴ 結 語

本研究より， 年齢， 性別， 世帯収入， 教育歴が

iPhone 使用と関連し， 年齢， 教育歴， 週の総歩行

時間が歩数画像の提供と関連することが示唆され

た。インターネット調査で歩数画像を収集する際

は， iPhone 使用者や画像提供者が様々な属性に偏っ

た集団である可能性を考慮した上で， 歩数読取ツー

ルを活用する必要がある。
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Characteristics of respondents to Internet survey collecting screenshots  
of step-count on iPhone: A cross-sectional study

Marimo MORI*, Shiho AMAGASA2*,3*, Hiroki M. ADACHI4*, Noritoshi FUKUSHIMA3*,  
Tomoki NAKAYA4*, Shigeru INOUE3* and Masamitsu KAMADA5*

Key words : online survey, epidemiology, mobile phones, image analysis, surveillance

Objectives　Recently, step-count, as an objective measure of physical activity, has become available on smart-
phones and is recorded by default on an iPhone (Apple Inc.). Using screenshot images of the step-count 
graph of the iPhone healthcare application, an image analysis tool was developed to enable a large-scale 
and retrospective physical activity assessment. However, the characteristics of the respondents involved in 
the collection of such step-count images remain unclear. We aimed to investigate the characteristics of 
iPhone users and respondents who provided step-count images via an Internet survey.

Methods　We conducted an Internet survey in December 2022 among 5,346 Kobe residents aged ≥ 20 years from 
a survey company’s panel population. They previously responded to a web-based survey on physical 
activity, health, and community environment administered in 2021. The participants were asked to pro-
vide their demographics and walking time. iPhone users were additionally asked to take and upload two 
screenshots of step-count graphs on their iPhones; one-month and one-year graphs. We conducted mul-
tivariable logistic regression analysis to examine the factors associated with iPhone use and image 
provision.

Results　 Among 3,308 respondents, 349 (11%) provided images, 1,138 (34%) were iPhone users who did not 
provide images, and 1,821 (55%) did not use an iPhone. Those aged ≤ 64 years exhibited a higher like-
lihood of iPhone usage compared to older adults (odds ratio; 2.45, [95% confidence interval; 2.04–
2.94]), as did women compared to men (1.47 [1.26–1.71]), those with a household income of ≥ 6 million 
JPY compared to those with lower income (1.39 [1.20–1.62]), and those with a college degree or higher 
compared to the others (1.17 [1.01–1.36]). Furthermore, those aged ≤ 64 years were more likely to pro-
vide step-count images than older adults (3.58 [2.17–5.90]), as were those with a college degree or 
higher compared to the others (1.71 [1.32–2.23]) and those with longer walking time compared to those 
with shorter walking time (1.66 [1.21–2.28]).

Conclusion　 Age, sex, household income, and education were associated with iPhone use, whereas age, educa-
tion, and physical activity level were associated with step-count screenshots. Possible biases must be con-
sidered among iPhone users and image providers in collecting and using step-count images in Internet 
surveys.
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